シリツ ダイガク ニオケル ニュウガク シガン ノ ケッテイ ヨウイン ケイザイ ケイエイ ホウリツケイ ガクブ オ タイショウ ニ by 宮本 大 & ミヤモト ダイ














































Determinants of Private University Applications in Japan: 
On faculties related to Economics, Business Administration, and Law
DAI MIYAMOTO
キーワード
大学教育の需要（Demand for University Education），私立大学（Private University），入学志願
に対する戦略（Strategy for Entrance Application）
1 ）この需要面の議論は，平成22年12月 9 日に実施された文
部科学省中央教育審議会大学分科会の大学規模・大学経営







3 ）注 1 の文科省資料による

















































































6 ）定員割れに関する一連の記述は，注 1 の文科省資料およ
び日本私立学校振興・共済事業団，私立経営情報センター
（2008）による。




























































































































第 1 期：Y1=C1+PU・E+S ①






















+ k C1+ 1
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　－λ・（ 1 1+ k C1+ 1 k+ k C2+ 1 1+ k ・A・E－Y1）
ただし，A=PU－k・ρ10）ここでの議論は，五十嵐（1999），小塩（2002）がベー
スとなっている。























































































































































































































に上り，さらに志願倍率が 1 ～ 2 倍である区間
が最大頻度90学部となっていることから分布は
左に大きく偏った形状となっている。
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